
１８０号

78. 　2. 1

広　報　　み　す　み

発行　　三隅町役場、三隅町広報委員会

昭和53年２月１日（１）　 Ｎ０．　１ ８ ０

人 口 の う ご き

12月31日現在

世帯数　　　1, 939戸

人口　男　　3, 466人

女　　3, 830人

計　　7, 296人

村田清風先生が鎌倉より持ち帰り楠公梅と名づけら

れ
愛育されたものの孫木
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前
号
で
、

こ
の
事
業
に

つ
い
て
概
略

を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、

実
施
規
程
も

決
ま
り
、
い

よ
い
よ
今
月

か
ら
、
上
地

区
を
対
象
に

実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、

中
、
下
地
区

に
つ
い
て
も
、

五
十
三
年
度

か
ら
取
り
組

む
計
画
で
す
。

事
業
の
内
容

に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り

で
す
。

一
、
農
地
の

賃
貸
借
を
、

町
が
「
農
用

地
利
用
増
進

規
程
」
を
定

め
、
農
地
を

他
人
に
貸
し

た
い
方
（
貸

主
）
と
農
地

を
他
人
か
ら

借
り
た
い
方

（
借
主
）
の

間
に
町
が
入

り
よ
く
話
し

合
い
契
約
書

を
町
が
作
成

し
告
示
し
ま

す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
安
心

し
て
貸
借
が
で
き
ま
す
。

二
、
貸
借
料
は
、
地
区
協
議
会
の
定
め

た
標
準
借
賃
を
参
考
に
し
て
貸
主
と
借

主
の
合
意
で
決
め
ま
す
。
標
準
借
賃
は
、

圃
場
整
備
標
準
田
（
反
収
八
俵
）
で
米

三
俵
相
当
額
程
度
で
す
。

三
、
賃
借
料
の
支
払
は
、
原
則
と
し
て

農
協
口
座
振
込
で
お
こ
な
い
ま
す
。

四
、
契
約
期
間
が
、
短
期
間
（
一
上
二

年
程
度
、
又
は
、
裏
作
期
間
だ
け
）
で

も
で
き
ま
す
。

五
、
契
約
は
町
が
お
こ
な
い
ま
す
。
又
、

契
約
の
更
新
も
町
が
お
こ
な
い
ま
す
。

（
こ
の
契
約
の
こ
と
を
、
利
用
権
の
設

定
と
い
い
ま
す
。
利
用
権
の
設
定
に
は

貸
主
、
借
主
お
よ
び
そ
の
他
権
利
者
の

同
意
が
い
り
ま
す
。
）

六
、
こ
の
事
業
に
よ
る
賃
貸
借
に
は
農

地
法
の
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
。

七
、
農
地
法
で
は
、
貸
主
は
、
貸
付
地

を
七
十
ア
ー
ル
し
か
所
有
で
き
ま
せ
ん

が
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
に
よ
る
賃

貸
借
で
あ
れ
ば
無
制
限
に
所
有
で
き
ま

す
。

八
、
貸
主
が
農
地
を
返
し
て
も
ら
う
時

は
、
契
約
期
間
が
満
了
す
れ
ば
自
動
的

に
解
約
で
き
、
離
作
料
等
一
切
い
り
ま

せ
ん
。

九
、
農
地
を
借
り
る
者
は
、
農
地
を
効

率
的
に
利
用
す
る
こ
と
、
農
作
業
に
常

時
従
事
す
る
こ
と
、
農
業
で
自
立
し
よ

う
と
す
る
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
こ
と
、

農
業
経
営
に
従
事
す
る
青
壮
年
家
族

農
業
従
事
者
が
い
る
こ
と
、
が
必
要
で

す
。以

上
こ
の
事
業
の
内
容
の
あ
ら
ま
し

を
述
ぺ
ま
し
た
が
、
こ
の
農
用
地
利
用

の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
近
代
的
な
貸
借
関
係
が
進
み
、
農

用
地
が
高
度
に
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

転
作
の
配
分
が
き
ま
り
ま
し
た

昨
年
十
二
月
二
十
四
日
、
山
口
県
よ

り
三
隅
町
に
対
し
次
の
よ
う
な
配
分
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
転
作
目
標
面
積

四
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル

ニ
、
事
前
売
渡
申
込
み
限
度
数
量

う
る
ち
米
　

一
、
一
四
四
、
六
八
〇
キ
ロ

も
ち
米
　
　
　

二
五
、
三
二
〇
キ
ロ

計
　
一
、
一
七
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ

三
、
転
作
率
　

九
、
八
％

（
参
考
）

昭
和
五
十
二
年
水
田
本
地
面
積

四
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
で
あ
り
ま
す
が
、
既
に
御
承
知

の
と
お
り
、
米
の
過
剰
基
調
は
一
層
強

ま
る
中
で
関
係
者
の
消
費
拡
大
の
努
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
需
要
は
年
々
減
退
し

て
お
り
食
管
会
計
の
大
巾
赤
字
を
余
儀

な
し
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
、
農
林
省
は
強
力
に
米

の
需
給
均
衡
化
を
推
進
す
る
決
意
を
表

明
し
て
お
り
ま
す
の
で
本
町
と
し
て
も

食
管
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
が
長
期
的

に
み
て
農
家
の
所
得
確
保
に
つ
な
が
る

道
と
判
断
し
、
こ
の
対
策
を
推
進
す
る

方
針
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
よ
り
転
作
目
標

面
積
は
示
さ
れ
た
も
の
の
、
市
町
村
が

強
く
要
望
し
て
い
る
国
、
県
よ
り
転
作

推
進
の
た
め
の
具
体
的
施
策
が
明
確
に

打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
町
と

し
て
は
各
農
家
に
対
し
て
目
標
面
積
の

配
分
を
見
合
せ
て
お
り
ま
す
が
近
日
中

に
施
策
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
受
け
て
町
の
水

田
再
編
対
策
協
議
会
に
は
か
り
、
農
事

組
合
を
通
じ
て
転
作
面
積
の
配
分
を
行

う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
農
家
の

母子、寡婦福祉資金の貸付

母
子
（
寡
婦
）
家
庭

の
経
済
的
な
自
立
を
助

け
、
明
る
い
家
庭
づ
く

り
の
手
助
け
の
た
め
に

次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

一
、
母
子
福
祉
資
金

山
二
十
才
ま
で
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
配
偶

者
の
い
な
い
女
子
（
死

亡
、
離
婚
、行
方
不
明
、

遺
棄
さ
れ
て
い
る
等
）及

び
配
偶
者
か
精
神
又
は

身
体
の
障
害
に
よ
り
長

期
に
わ
た
っ
て
労
働
能

力
を
失
っ
て
い
る
女
子

叨
二
十
才
ま
で
の
父
母

の
い
な
い
児
童
（
修
学

修
業
、
就
職
支
度
及
び

就
学
支
度
資
金
）

二
、
寡
婦
福
祉
資
金

剛
配
偶
者
の
い
な
い
女

子
（
死
亡
、
離
婚
、
行

方
不
明
等
）
で
四
十
才
以
上
の
者

叨
寡
婦
の
扶
養
し
て
い
る
二
十
才
以
上

の
子
（
修
学
、
修
業
、
就
学
支
度
及
び

結
婚
資
金
）

〔
申
込
み
方
法
〕

申
込
み
の
手
続
き
は
、
民
生
課
福
祉

係
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
心
組
み
と
し
て
一
割
程
度
の

転
作
は
不
可
避
で
あ
る
と
の
御
認
識
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
転
作
奨
励
補
助
金
も
交
付
さ

れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
煙
草
、

西
爪
な
ど
定
着
化
を
は
か
ら
れ
て
お
ら

れ
る
農
家
の
方
は
引
き
続
き
有
利
な
転

作
作
物
に
意
慾
的
に
取
り
組
ま
れ
、
所

得
の
増
大
を
期
せ
ら
れ
る
よ
う
懇
願
い

た
し
ま
す
。

貸
付
金
の
税
額

貸 付金 の種類 貸 付 金 の 限 度 据 置 期 間 償還期 限 利　率

事業開始 資金
事 業継続 資金
住 宅 資 金

100万 円以 内
50万 円 々
70万 円 心

１　　　　　年　　　　 間
６　　　か　　 月　　　間

７ 年 以 内
３ 年６ か月 々
６　年　　々

年 ３％

々
々

修 学 資 金
高校　　 月額　7, 000 円以

内

（特 別） 〃　　9, 000円 々大学　　 々　14 000 円 々
（ 特別） 々　　17: 000円 々

卒 業 後 ６ か 月 間 20 年 以 内 無利 子

技 能習 得資金
修 業 資 金生 活 資 金

就 職支 度資金
就 学支 度資金
転 宅 資 金
療 養 資 金結 婚 資 金

6, 000円以 内
6, 000

円 々

48, 000
円 々

50, 000円 々

50, 000
円 々

30, 000円 多
10万円 ・（ 特別）15万 円 々

10万 円 々

習 得 期 間 後 ６ か 月 間

１　　　　 年　　　　 間
卒 業 後 ６ か 月 間
６　　　か　　 月　　 間
医 療 期間満 了後 ６ か月間
６　　　か　　 月　　 間

10 年 以 内
５　　　多

10　　　々
5　　　4･

20　　　ク３　　　ク
５　　　ク
５　　　夕

年 ３
％

無利 子年 ３％

無利 子年 ３％

２月28日から３月13日まで春季全国火災予防運動

町が農地の賃　農用地利用増進事業
貸 借 を 行 な う

水
田
利
用
再
編
対
策



昭和53年２月１日み　す　み報広０８１
N ０.（ ３ ）

合
成
洗
剤
の
使
用
は
、
河
川
や
海
の
魚
類
に
悪
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
永
く
使
用
す
れ
ば

直
接
人
体
や
食
生
活
に
危
険
が
生
ず
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
一
度
、
家
庭
内
の
洗
剤
を
点
検
し
、
合
成
洗
剤
を
全
家
庭
か
ら
駆
逐
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
注
　
写
真
の
中
の
商
品
は
合
成
洗
剤
の
一
部
で
あ
り
ま
す
）

町
婦
人
会
生
活
委
員
会

委
員
長

田

村

文

枝

主
婦
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
洗
剤
は
、
よ
ご
れ
に
適
し
た
使
用
に

よ
っ
て
何
の
苦
も
な
く
、
き
れ
い
さ
っ

ぱ
り
と
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
重
宝
な
現

在
の
洗
剤
使
用
を
や
め
よ
う
な
ん
て
、

と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
生
活
学
級
の

学
習
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

海
水
を
入
れ
た
水
槽
を
十
個
位
用
意

し
各
々
異
っ
た
洗
剤
を
と
か
し
、
寸
前

ま
で
海
水
の
中
で
泳
い
で
い
た
生
魚
を

同
時
に
入
れ
る
が
早
い
か
苦
し
み
も
が

き
一
秒
も
た
た
な
い
う
ち
に
腹
を
か
え

す
も
の
、
次
々
に
Ｉ
、
二
分
の
う
ち
に

は
、
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

唯
一
つ
昔
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
粉
石

嶮
液
の
中
の
魚
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い

ま
し
た
。
工
場
や
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る

洗
剤
に
よ
っ
て
、
河
や
海
の
魚
の
変
形
、

海
草
の
受
け
る
害
な
ど
の
ス
ラ
イ
ド
を

に
浸
入
し
、
又
は
口
か
ら

入
り
強
い
て
は
人
類
の
未

来
の
子
孫
に
及
ぼ
す
影
響

は
あ
の
変
形
し
て
い
っ
た

魚
の
如
く
に
も
な
り
か
ね

な
い
の
で
は
、
と
、
話
し

合
い
ま
し
た
。
洗
剤
の
使

用
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
く

表
示
を
読
み
と
り
、
そ
の

選
択
や
、
使
用
法
を
誤
ま

ら
な
い
よ
う
に
公
害
を
防

い
で
、
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
衣
類
の
洗
濯

も
簡
単
な
も
の
は
、
昔
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
固
形
石
け

ん
を
利
用
し
て
は
如
何
で

し
ょ
う
。
野
波
瀬
漁
協
婦

人
部
の
、
石
け
ん
運
動
は
、

人
体
に
対
す
る
有
害
は
勿

論
の
こ
と
、
魚
介
類
に
与

視
聴
し
、
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
す
。
本

町
で
も
一
部
の
沿
岸
の
魚
の
変
形
な
ど

聞
く
に
つ
け
て
も
、
恐
し
さ
を
痛
感
い

た
し
ま
す
。
こ
ん
な
洗
剤
を
ず
っ
と
末

永
く
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皮
膚

え
る
影
響
を
考
え
て
、
石
け
ん
を
使
う

こ
と
を
誓
わ
れ
た
と
か
Ｅ

『
く
ら
し
』

物
価
と
消
費
生
活
情
報
一一一
に
の
っ
て
い

ま
し
た
。

野
波
瀬
漁
協
婦
人
部

部
　
長

木

村

照

代

合
成
洗
剤
の
追
放
に
つ
い
て
は
、
前

回
か
ら
会
合
が
あ
る
度
に
お
話
し
が
出

て
い
ま
し
た
が
、
未
だ
に
少
し
も
実
行

に
歩
み
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
に
は
ま
だ
合
成
洗
剤
の
恐
ろ
し

さ
が
わ
か
っ
て
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

洗
濯
物
の
臭
い
が
残
る
と
か
お
ち
が
悪

い
と
か
、
自
分
の
事
ば
か
り
考
え
あ
っ

て
、
天
然
石
け
ん
を
使
え
ば
海
も
よ
ご

歳末たすけ合い運動募金の配分報告

昨
年
十
二
月
一
日

か
ら
一
か
月
間
実
施

し
ま
し
た
歳
末
助
け

合
い
運
動
募
金
は
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

目
標
額
を
大
き
く
上

廻
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ず
漁
も
豊
か
に
な
り
、
海
草
も
大
変

た
く
さ
ん
取
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
自
分
達
の
海
で
あ
る
事
を
思
え

ば
出
来
な
い
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

若
い
人
も
老
い
た
人
も
、
一
人
一
人
が

わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
波
瀬
婦
人
部
と
し
て
も
、
前
も
っ
て

ス
ラ
イ
ド
映
画
等
に
よ
っ
て
部
落
全
員

に
納
得
行
く
よ
う
に
撮
影
も
あ
り
ま
し

た
。ぷ

冗
ら
な
い
、
買
わ
な
い
、
使
わ
な

い
″
こ
の
三
点
の
運
動
に
、
海
協
と
婦

人
部
が
一
致
協
力
し
て
、
良
い
海
、
良

い
漁
場
を
一
日
も
早
く
作
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
る
社
会
福
祉
施
設
（
本
町
出
身
者

の
い
る
九
施
設
）
に
慰
問
金
と
し
て

八
九
、
〇
〇
〇
円
。

二
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
二
十
七
世
帯

に
慰
問
品
（
ふ
と
ん
シ
ー
ツ
セ
ッ
ト

学
用
品
）
と
し
て
一
ヱ
（
、
○
四
〇

円
。

三
、
ね
た
き
り
老
人
や
ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
二
十
九
世
帯
に
慰
問
品
（
ア
ン

カ
）
と
し
て
八
三
、
五
二
〇
円
。

こ
の
募
金
の
配
分

に
つ
い
て
次
の
と
お

り
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。募

金
総
額
　
三
二

二
、
二
六
〇
円
也

一
、
ね
た
き
り
老
人

や
知
恵
お
く
れ
、

肢
体
の
不
自
由
な

人
達
を
収
容
し
て

三
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
母
子
世
帯
、

心
身
障
害
者
、
そ
の
他
等
二
十
一
世

帯
に
慰
問
品
（
昧
付
ノ
リ
）
と
し
て

三
五
、
七
〇
〇
円
。

そ
れ
ぞ
れ
民
生
委
員
を
通
じ
て
配
分

い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
題
の
多
い
合
成
洗
剤

使
用
を
や
め
ま
し
ょ
う
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ま
ぼ
ろ
し
の
三
隅
城
①

一
、
戦
国
の
時
代
は

各
地
に
お
い
て
戦
乱

あ
り
。
こ
の
た
め
戦

の
神
、
妙
見
神
社
を

祀
り
居
城
と
し
て
い

た
。
中
村
部
落
西
お

ど
え
（
防
塁
）
附
近

に
妙
見
社
が
あ
っ
た
も
の
を
後
世
現
位

置
、
中
村
西
（
旧
地
よ
り
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
南
）
西
村
延
三
氏
地
所
内
に
移
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
今
尚
、
三
月
二
十

一
日
・
九
月
二
十
三
日
に
祭
礼
を
行
っ

て
い
る
。

二
、
妙
見
尊
神
御
室
内
に
寛
啓
二
亥
九

月
九
日
神
主
古
屋
次
郎
、
願
主
藤
五
郎

氏
子
中
と
あ
り
、
神
体
と
思
わ
れ
る
銅

人
権
擁
護
委
員

青
　

山
　

常
　

次

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
第
三
回

国
連
総
会
に
お
い
て
、
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
満
三
十
年

に
な
り
ま
す
。
そ
の
宣
言
に
は
「
す
べ

て
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由

中

村

中
　

尾
　

清

板
製
丸
型
鏡
、
大
き
さ
は
十
四
セ
ン
チ

位
、
手
持
が
つ
い
て
中
に
結
梗
紋
が
あ

り
、
こ
れ
に
藤
原
光
政
の
名
前
が
あ
る
。

三
、
中
村
西
（
お
ど
え
）
坂
道
の
左
手

田
村
時
雄
氏
畑
の
中
に
、
台
石
と
し
て

自
然
石
が
置
か
れ
妙
見
社
跡
と
言
わ
れ

先
代
迄
毎
年
一
回
宮
司
を
呼
び
祭
を
行

っ
て
い
た
。

四
、
中
村
西
（
お
ど
え
）
山
田
政
雄
氏

地
所
内
裏
手
に
、
榊
四
郎
一
門
（
四
基

位
）
の
墓
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
北
側
（

現
孟
宗
竹
林
内
）
に
昭
和
二
十
年
頃
迄

長
さ
五
？
六
メ
ー
ト
ル
の
土
壁
が
残
っ

て
い
た
が
、
終
戦
時
三
隅
の
「
暁
部
隊

」
が
防
空
壕
を
堀
っ
た
た
め
崩
れ
落
ち

た
。

で
あ
’り
、
尊
厳
と
権
利
と
に
お
い
て
平

等
で
あ
る
。
人
間
は
理
性
と
良
心
を
授

け
ら
れ
て
お
り
、
同
胞
の
精
神
を
も
っ

て
互
に
行
動
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
で
も
国
民
の
基
本
的
人
権
は

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と

し
て
、現
在
及
び
将
来
与
え
ら
れ
る
と
、

憲
法
に
定
め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
基
本
的
人
権
が
、
保
障
さ
れ
て

永
い
歳
月
が
た
ち
ま
す
が
、
現
実
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
、
心
配
ご
と
相
談
を
受

け
る
度
毎
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

生
活
環
境
に
関
す
る
公
害
問
題
、
近

隣
の
交
際
に
関
す
る
差
別
事
件
、
借
地

借
家
等
の
数
多
く
の
人
権
侵
犯
事
例
が

あ
り
ま
す
。
戦
後
民
主
政
治
の
も
と
に

自
己
主
張
が
強
く
叫
ば
れ
相
手
の
こ
と

は
考
え
ず
、
た
だ
自
分
の
権
利
ば
か
り

を
押
し
通
そ
う
と
す
る
傾
向
が
多
い
の

五
、
中
村
東
種
池
八
造
氏
宅
地
内
に
、

五
こ（
人
位
の
五
輪
塔
が
集
積
さ
れ
た

御
室
が
あ
り
、
そ
の
御
室
内
に
、
片
山

八
郎
秀
国
、
林
小
四
郎
森
正
、
山
下
八

郎
森
高
の
名
前
が
入
っ
て
お
り
、
何
れ

も
榊
四
郎
一
門
の
墓
と
認
め
ら
れ
、
八

幡
宮
に
て
毎
年
一
回
祭
を
し
て
い
る
。

追
記妙

見
社
内
に
棟
札
が
あ
る
が
古
く
て

字
体
が
読
め
な
い
。
三
隅
八
幡
宮
古
書

に
は
、
中
村
妙
見
社
は
大
内
氏
長
門
守

護
氏
鷲
頭
弘
忠
の
臣
三
隅
弥
次
郎
が
勧

請
し
、
中
村
に
妙
見
社
を
建
立
し
た
。

又
、
お
ど
え
が
残
っ
て
い
る
と
記
し
て

あ
る
。
鷲
頭
弘
忠
は
、
文
安
五
年
戊
辰

（
一
四
四
八
）
二
月
十
七
日
大
内
教
弘

に
よ
り
長
門
深
川
で
殺
さ
れ
た
。
三
隅

弥
次
郎
は
大
内
図
鑑
侍
大
将
先
手
衆
一

四
二
人
中
に
そ
の
名
あ
り
。

以
下
三
月
号
、
四
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
べ
て
の
国
民
の
基
本
的
人
権
が
、

お
互
い
に
侵
さ
れ
る
こ
と
な
く
十
分
に

保
障
さ
れ
、
等
し
く
共
存
す
る
社
会
、

こ
れ
が
我
々
の
理
想
と
す
る
社
会
で
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
社
会

の
実
現
を
図
る
た
め
に
は
、
国
民
の
一

人
一
人
が
人
権
尊
重
の
精
神
を
正
し
く

認
識
し
、
お
互
い
に
他
人
の
人
権
尊
重

を
日
常
生
活
に
現
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、
最
も

身
近
な
近
隣
同
志
が
お
互
い
に
人
権
を

尊
重
し
あ
っ
て
明
る
い
近
隣
関
係
を
築

く
よ
う
、
「
人
権
共
存
」
の
精
神
を
忘

れ
ず
、
更
に
こ
れ
を
社
会
の
全
般
に
及

ぼ
す
こ
と
で
す
。
基
本
的
人
権
は
自
分

ば
か
り
持
つ
も
の
で
は
な
く
て
、
総
て

の
人
が
享
有
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

他
人
の
人
権
も
当
然
尊
重
す
べ
き
も
の

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

固定資産税第４期分の納期限は２月28日まで

むかしばなし私
の
意
見

農業機械化集団の請負条件の決定荒
起
し
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
円

く
れ
が
え
し
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

荒
代
　
　
　
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

植
代
　
　
　
　
　
二
、
〇
〇
〇
円

荒
起
し
？
植
代
　
九
、
〇
〇
〇
円

昨
年
十
二
月
一
二
日
に
三
隅
町
上

地
区
機
械
利
用
組
合
が
発
足
し
ま
し

た
。
こ
の
組
合
は
、
「
最
近
の
農
機

具
の
過
剰
投
資
を
抑
制
し
、
労
働
の

生
産
性
を
た
か
め
る
た
め
、
大
型
機

械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
二
台

（
四
八
馬
力
、
二
六
馬

力
）
、
コ
ン
バ
イ
ン
（

四
条
刈
）
　一
台
）
の
共

同
保
有
を
は
か
り
作
業

委
託
を
希
望
す
る
農
家

の
要
望
に
応
え
、
地
域

の
農
業
経
営
の
安
定
に

寄
与
す
る
」
と
と
を
目

的
と
し
、
次
の
請
求
条

件
に
よ
り
農
作
業
の
受

託
を
お
こ
な
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
農

協
を
窓
口
と
し
て
委
託

申
し
込
み
を
受
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
作
業
委

託
希
望
者
は
早
目
に
申

し
込
ま
れ
ま
す
様
お
知

ら
、せ
し
ま
す
。

一
、
作
業
料
金

（
十
ア
ー
ル
当
り
）

イ
、
圃
場
整
備
田
（

県
営
圃
場
整
備
事

業
に
よ
り
整
備
さ

れ
た
田
）

口
、
棚
田
の
整
備
田

圃
場
整
備
田
と
同
じ
。た
だ
し
、

不
整
形
、
狭
少
田
に
つ
い
て
は

圃
場
整
備
田
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ

割
増
と
す
る
。

（
、
未
整
備
田

原
則
的
に
は
、
圃
場
整
備
田
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
三
割
増
と
す
る
。

二
、
作
業
委
託
料
金
の
支
払
方
法

作
業
委
託
者
の
農
協
営
農
口
座
よ

り
引
落
し
、
利
用
組
合
へ
支
払
い

ま
す
。
従
っ
て
、
別
添
機
械
利
用

経
費
精
算
書
を
作
業
が
終
了
し
次

第
送
付
し
ま
す
の
で
確
認
願
っ
て

農
協
営
農
口
座
よ
り
引
落
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
］‥圃
場
整
備
初
年
目
の
水
田
は
、

特
に
大
型
機
械
に
よ
る
荒
起
し

を
奨
め
ま
す
。
（
宗
頭
、
樅
の

木
地
区
）

口
圃
場
整
備
夏
期
施
行
田
の
荒
起

し
、
代
か
き
は
、
普
通
型
ト
ラ

ク
タ
ー
で
は
無
理
で
す
の
で
、

委
託
作
業
を
奨
め
ま
す
。
（
中

村
、
も
み
の
木
下
中
小
野
地
区

で
三
月
中
仕
上
げ
の
も
の
も
同
様
）

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
組
合
長
、
堀
永
美
明
へ
御
連
絡

下
さ
い
。
（
電
話
ご
丁
○
五
匸
二
）

上
地
区
機
械
利
用
組
合

組
合
長
　
　
堀
永
美
明
（
宗
頭
）

副
組
合
長
　
森
清
照
雄
（
兎
渡
谷
）

組
合
員
　
　
伊
藤
誠
治
（

々
）

々
　
　
　
森
清
和
夫
（

〃

）

ク
　
　
　
守
永
　
勇
（
宗
頭
）
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先

賢

村
田
清
風
先
生村 田 清 風 山 荘 の 床 の 間

天
保
改
革
前
後
の
年
譜
1
0

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
五
才

Ｏ
葛
城
手
元
役
を
免
ぜ
ら
れ
地
方
、
江

戸
両
仕
組
掛
を
命
ぜ
ら
れ
る

Ｏ
財
政
改
革
十
三
条
の
意
見
を
上
中

Ｏ
御
仕
組
大
目
途
案
を
述
作
す
る

拾
年
（
一
八
三
九
）
五
六
才

Ｏ
第
一
次
倹
政
令
を
出
す

Ｏ
去
年
以
来
の
財
政
整
理
中
の
慰
労
と

し
て
裃
一
具
を
賜
う

拾
一
年
（
一
八
四
〇
）
五
七
才

Ｏ
病
気
の
た
め
仕
組
掛
辞
任
を
願
い
出

た
が
許
さ
れ
ず
、
江
戸
当
役
（
家
老

）
用
談
役
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
「
流
幣

改
正
意
見
」
の
建
白
に
も
と
づ
い
て

藩
主
が
会
議
を
召
集
、
改
革
の
徹
底

を
期
す
る
こ
と
に
な
る

Ｏ
神
器
陣
用
掛
を
か
ね
、
又
講
武
意
見

を
上
書
す
。
こ
れ
が
の
ち
羽
賀
台
大

操
練
と
な
る
。

拾
二
年
（
一
八
四
二

五
八
才

Ｏ
江
戸
桜
田
邸
に
有
備
館
完
成

―
幕
府
天
保
の
改
革
令
を
出
す
Ｉ

拾
三
年
（
一
八
四
二
）
五
九
才

Ｏ
諸
宰
判
に
命
じ
「
風
土
注
進
案
」
を

提
出
せ
し
め
、
一
方
「
防
長
国
郡
志

」
の
編
集
を
始
め
る
。

Ｏ
財
政
困
渋
に
つ
き
更
に
五
ヶ
年
の
倹

政
令
を
し
く

Ｏ
多
年
政
勢
に
辛
労
し
、
こ
と
に
藩
政

改
革
の
功
績
に
よ
り
加
銀
一
貫
四
百

目
を
給
与
せ
ら
れ
百
六
一
石
と
な
る
。

Ｏ
撫
育
方
用
掛
　
当
役
手
元
座
を
兼
務

Ｏ
淫
祠
解
除
令
で
仏
像
匸
一
五
一
〇
体

を
除
去

Ｏ
羽
賀
台
大
操
練
の
準
備
令

拾
四
年
（
一
八
四
三
）
六
〇
才

Ｏ
羽
賀
台
大
操
練
を
実
施
（
人
員
匸
二

九
六
三
人
馬
匹
五
三
四
頭
）

旦
二
隅
山
荘
に
尊
聖
堂
完
成

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
六
一
才

Ｏ
江
戸
に
て
軍
神
尊
号
の
旗
指
物
を
つ

Ｏ
江
戸
手
元
役
を
免
ぜ
ら
れ
る（
失
脚
）

Ｏ
姉
千
代
（
大
竹
松
浦
忠
左
衛
門
妻
－

現
松
浦
伸
よ
り
七
代
前
）
死
す
。

二
年
（
一
八
四
五
）
六
二
才

Ｏ
三
隅
山
荘
に
帰
住
す
る
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
六
五
才

Ｏ
明
倫
館
再
興
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

二
年
（
一
八
四
九
）
六
六
才

Ｏ
明
倫
館
大
拡
張
完
成

清
風
が
失
脚
し
て
三
隅
に
帰
っ
て
来

た
あ
る
日
、
あ
る
人
が
訪
ね
て
来
て
「

先
生
は
自
分
で
お
れ
は
や
り
手
だ
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
萩
に
お
い
て
は
先
生
を

ほ
め
る
者
は
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
」
と

い
う
と
「
馬
鹿
を
言
え
そ
れ
だ
か
ら
や

り
手
だ
」
常
人
の
出
来
ぬ
大
事
業
を
な

し
て
う
け
る
攻
撃
だ
か
ら
、
攻
撃
の
あ

る
程
や
り
手
だ
と
い
う
こ
と
に
間
違
い

は
な
い
と
教
え
ら
れ
た
と
い
う
。

所
得
税
、贈
与
税
の

申
告
が
は
じ
ま
り
ま
す

今
年
も
確
定
申
告
の
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
こ
（
日

か
ら
、
贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
受
付
け
て
い
ま
す
。

申
告
期
限
は
ど
ち
ら
も
三
月
一
五
日

ま
で
で
す
が
、
税
務
署
の
窓
口
が
混
雑

し
な
い
う
ち
に
、
早
め
に
申
告
し
ま
し

よ
う
。

二
月
二
（
日
午
後
二
時
か
ら
三
隅
町

公
民
館
で
確
定
申
告
書
の
書
き
方
等
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、

①
商
売
を
し
て
い
る
方
や
家
賃
収
入
の

あ
る
方
な
ど
で
、
昭
和
五
二
年
中
の
所

得
が
配
偶
者
控
除
な
ど
所
得
控
除
の
合

計
額
よ
り
多
い
人
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
で
、
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
人

や
給
与
以
外
の
所
得
が
二
〇
万
円
を
超

え
る
人
な
ど
で
す
。

な
お
、
所
得
控
除
の
主
な
も
の
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
控
除
　
　
　
　
　

二
九
万
円

配
偶
者
控
除
　
　
　
　

二
九
万
円

扶
養
控
除
　

二

人
）
二
九
万
円

社
会
保
険
料
控
除
　
支
払
額
の
全
額

生
命
保
険
料
控
険
　
最
高
五
万
円

ま
た
、
贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産

を
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る
税
金
で
、
も

ら
っ
た
財
産
が
六
〇
万
円
を
超
え
る
人

は
申
告
が
必
要
で
す
。（

長
門
税
務
署
）

児
童
扶
養

手
当
制
度

児
童
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
、
受
給
で
き
る
人

死
亡
、
離
婚
、
行
方
不
明
等
に
よ

り
父
親
が
い
な
い
家
庭
や
、
父
親
が

廃
疾
の
状
態
に
あ
る
家
庭
で
十
八
才

未
満
の
児
童
（
廃
疾
状
態
に
あ
る
児

童
は
二
十
才
未
満
）
の
日
常
生
活
の

世
話
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
、
又
は

養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

２
、
申
請
手
続
き
は
民
生
課
福
祉
係
で

取
扱
い
ま
す
。

こ
の
手
当
は
、
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
請
求
し
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、

資
格
の
あ
る

方
は
早
く
請

求
の
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

税
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善

一
、
香
典
返
し
寄
付

豊
　
原

沢
　
江

中
　
村

二
、
見
舞
返
し
寄
付

市沢
　
江

豊
　
原

意
浮
村
撰
子

毋
　

ミ
ヨ
死
亡

馬
場
ヒ
デ
コ

夫
　
秀
一
死
亡

松
田
生
男

母
　

ツ
チ
死
亡

宮
垣
幸
雄

二
女
亜
希
子
退
院

森
澤
雄
治

原
川
龍
浩

長
女
貴
代
美
退
院

三
、
一
般
寄
付

長
門
大
津
地
区
職
域

防
犯
組
合
連
合
会

会
長
　
今
田
隆
人

（
愛
の
小
箱
資
金
配
分
金
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
か

ら
昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十
日
ま
で

市
　
　
　
　

河
村
　
卓
　

則
一

野
波
瀬
　
　
　
北
村
　
太
　
　
義
光

平
　
野
　
　
　
田
中
佳
織
　
　
榮
治

中
　
村
　
　
　
松
田
洋
史
　
　
吉
彦

向
　
山
　
　
　

山
本
智
也
　
　
寛

一
の
瀬
　
　
　
中
野
拓
哉
　
　
茂
雄

上
中
小
野
　
　
田
邉
和
美
　
　
啓
次

麓
　
　
　
　
　

吉
地
友
則
　
　
泰
洋

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
か

ら
昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十
日
ま
で

明
和
苑
　
　
　
浮
村
ミ
ヨ
　
　
7
6才

沢
　
江
　
　
　
馬
場
秀
一
　
　
5
7才

沢
　
江
　
　
　
中
野
チ
カ
　
　
7
6才

中
　
村
　
　
　
松
田
ツ
チ
　
　
8
6才

野
波
瀬
　
　
　
松
野
三
郎
　
　
5
8才

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

建
築
確
認
申
請

本
町
は
、
昭
和
2
9
年
よ
り
三
隅
町
全

域
が
、
都
市
計
画
区
域
の
指
定
を
受
け

住
み
よ
い
町
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
町
内
に
建
築
等
（
新

築
、
増
改
築
及
び
解
体
除
却
等
）
を
さ

れ
る
場
合
は
、
そ
の
用
途
が
何
ん
で
あ

ろ
う
と
建
築
面
積
が
、
1
0㎡
以
上
で
あ

れ
ば
建
築
確
認
申
請
を
、
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
手
続
等
面
倒
の
よ
う
で
す
が
、建
築
物

の
よ
り
安
全
性
は
勿
論
の
こ
と
、
法
的

に
も
各
面
の
チ
ェ
ッ
ク
が
な
さ
れ
、
よ

り
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
、
明
る
い
町

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
と
も
確
認
申
請
さ
れ
る
様

お
願
い
し
ま
す
。

河
川
海
岸
の
そ
ば
2
0
m以
内
や
、
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
内
（
野
波
瀬
、

小
島
）
で
の
申
請
は
、
更
に
そ
の
手
続

き
が
加
わ
り
ま
す
。
詳
細
は
役
場
建
設

課
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
参
考
）

建
築
面
積
は
、
敷
地
面
積
の
ふ
以
内

（
建
ペ
イ
率
）
と
な
っ
て
お
り
、
敷
地

は
前
面
道
路
に
２
ｍ
以
上
接
し
、
そ
の

道
路
は
巾
員
４
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

古
く
か
ら
あ
る
道
路
で
巾
員
４
ｍ
未
満

の
も
の
は
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
水
平

巨
離
２
ｍ
さ
が
っ
た
線
よ
り
、
道
路
側

に
建
物
が
出
な
い
こ
と
。
建
物
は
境
界

意
見
を
聞
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
課

募
　
　
　
　

集

○
長
門
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員

長
門
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員

（
事
務
員
）
一
名
の
採
用
試
験
が
あ
り

ま
す
。
受
騒
希
望
者
は
二
月
二
十
日
ま

で
に
長
門
地
区
消
防
本
部
総
務
課
へ
申

込
書
等
関
係
書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
公
共
職
業
訓
練
生
徒
募
集

山
口
県
、
雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、

新
規
学
校
卒
業
者
を
対
象
に
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
け
は
三
月
二
十
日
ま
で
、
公
共

職
業
安
定
所
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
及
び

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

結
核
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
乳
幼
児

の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予

防
接
種
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
接
種
を
受
け
ま

線
か
ら
5
0
m以
上
離
し
て
建
て
る
こ
と
。

（
民
法
第
2
3
4条）
又
建
築
物
の
防
火
に

関
す
る
長
門
消
防
署
の
同
意
が
必
要
で

あ
り
、
更
に
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
に
は
、
流
末
処
理
の
利
害
関
係
者

の
同
意
と
と
も
に
、
長
門
保
健
所
長
の

○
日
　
時
　
別
表

Ｏ
料
　
金
　
無
料

○
禁
忌
者
　
・
著
し
い
栄
養
障
害
者

・
重
症
ま
た
は
有
熱
疾
病

に
か
か
っ
て
い
る
者

・
ま
ん
延
性
の
ヒ
フ
病
に

か
か
っ
て
い
る
者

○
そ
の
他
　
判
定
日
に
は
母
子
健
康
手

帳
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
個

人
票
お
よ
び
問
診
票
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
も

よ
り
の
各
会
場
へ
持
参
下

さ
い
。

期　　 日 時　　　 間 場　　　　　 所 対　 象　 者

ツ
ベ
ル
ク
リン

２月21日(火)
13: 15～14: 00 宗頭文化センター 生後３か月以上

４才未満の者で
まだ一度も接種
をしていない者

14: 10～15: 00 公　　 民　　 館

２月22日(水)
13: 15～14: 00 野 波 瀬 漁 協

14: 10～15: 00 浅 田 小 学 校

Ｂ

Ｃ
Ｇ

２月23日(木)
13: 15～14: 00 宗頭文化センター

上記接種者で陰

性の者

14: 10～15: 00 公　　 民　　 館

２月24日(金)
13: 15～14: 00 野 波 瀬 漁 協
14: 10～15: 00 浅 田 小 学 校

交

通

遺

児

援

護

手

当

制

度

に

つ

い
て

交
通
災
害
（
陸
上
、
海
上
、
航
空
の

交
通
）
及
び
台
風
、
地
震
、
水
害
、
地

す
べ
り
等
の
天

災
に
よ
る
災
害
、

な
ど
で
父
母
を

失
い
、
又
は
父

母
等
が
交
通
災

害
に
よ
り
廃
疾

の
状
態
（
身
体

障
害
者
福
祉
法

に
よ
る
障
害
等

級
が
Ｉ
・
二
級

に
相
当
す
る
場

合
）
に
な
っ
た

家
庭
で
義
務
教
育
期
間
中
の
児
童
お
よ

び
高
等
学
校
に
在
学
中
の
児
童
を
養
育

し
て
お
ら
れ
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
は
、
民
生
課
福
祉
係
で
取
り
扱

い
ま
す
が
、
こ
の
手
当
の
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
請
求
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ

ま
せ
ん

の
で
、

資
格
の

あ
る
方
は
早
く

請
求
の
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

●
野
波
瀬
料
理
学
級
生
の
萩
市
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
お
け
る
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

教
室
。
フ
ォ
ー
ク
が
上
手
に
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

２月 の 行 事予 定

上　　旬　教育委員会
副読本（ わたした ちの町
みすみ）編集委員 会
水田 利用再編対策協議 会

１日～７日　成 人病 予防週間

14日～17日　胃 ガン検診
※ 希望 者は保健 衛生課まで申込 み
し てください

２日､16日　不燃物 収集
17日　 乳児検 診

大津郡 手をつ なぐ親の 会
役員会

中　　旬　学校訪問（民協）
21日　献 血
25日　民生委員 会

28日～3/ 10日　春の火災予防運動週間
下　　旬　町職貝　同和研修会

巡回 相談
民 生委員会
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